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　地磁気－地電流法 (MT法) では自然の電磁場変動観測から地下の電気比抵抗構造を推定する。MT観測を長期

間連続で行えば、比抵抗構造の時間変化を推定できる。桜島火山の火口から3 km 離れた2箇所のMT連続観測

点で、海水準付近の深度に対応した±20% の見掛け比抵抗変化、±2％の位相変化が観測されて以降 (Aizawa et

al., 2011)、４つの火山で広帯域MT連続観測を行ってきた。観測を行った火山と期間は以下の通りである。 

　１．桜島 2010年2月～7月 6点。 2011年5月～現在　2点 

　２．霧島硫黄山北 2011年3月～ 現在　1点 

　３．富士山南斜面 (標高1200 m地点)　2011年6月～2014年4月 1点 

　４．九重山硫黄山 2016年5月～現在 (火口から4 km離れた地点にMT観測 1点、火口付近に電場観測4点) 

　いずれもMetronix社製のADU07システムを用いた1024 Hzサンプリング (夜間のみ)、32 Hzサンプリング

(連続) での電磁場5成分観測であるが、九重硫黄山においては火口付近にのみ電位差計 (NTシステムデザイン

社製 ELOG1K) を使用している。本発表では得られた知見を報告し問題点を考察したい。 

　これまでの解析で火山活動起源と考えられる変動は、桜島と霧島硫黄山に見られている。桜島火山の6点で

行った連続観測においては100～1 Hzの周期帯で地磁気変換関数とインピーダンスの変動が見られ、3次元解

析から、山頂火口直下、海水準付近の深度の比抵抗変化で説明された。霧島硫黄山においては2017年の10月

の新燃岳噴火以降、100～1 Hz付近のインダクションベクトルの向きが数°程度変化している。霧島硫黄山周辺

での3次元比抵抗構造 (塚本 他, 2018, JpGU) を活用し定量的な説明を試みたい。 

　広帯域MT連続観測では、100～1 Hz付近のインピーダンスに明瞭な年周変化が認められる。変化が最も大

きかった富士山では12－1月に最大、6－7月に最小の見掛け比抵抗値をとり、その振幅の変化は±20％ (8 Hz)

におよぶ。霧島硫黄山では1－2月に最大、7－8月に最小の見掛け比抵抗をとるが、その振幅の変化は±1％ (8

Hz) 程度と小さい。これらの年周変化が生じている周波数帯は地下水が豊富に存在している火山浅部に対応

し、その原因を解明することは、同じ深さで期待される火山活動起源の変動を解釈する上で重要である。年周

変化以外の時間変化もしばしば観測されるが、降雨の集中などによる観測点ごく近傍の局所的な変化を見てい

る可能性がある。この問題に対しては、地磁気変換関数、Phase tensor (Caldwell et al., 2004)、Ssqイン

ピーダンス(Rung-Arunwan et al., 2016) を用いることが有効である。特に地磁気変換関数、Ssqインピーダン

スはノイズに対して比較的安定に求めることができ、火山活動起源の変化を捕える上で有効と考えられる。
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